
レーザー積雪深計 KDC-S18-L

レーザー式積雪センサーKDC-S18-L-10Rは気象庁検定が
取得可能な高精度の積雪深センサーです。

発信するレーザー光はクラス2のレーザー発振器を採用し
ていますので、人感センサーなどの保護装置が不要で、
設置場所を選びません。

非常に低消費電力設計ですので、商用電源や太陽光発電
装置等の電源設備が不要でデータロガーからの電源供給
で長期間測定ができます。センサー感部にヒータユニッ
トを内蔵しており、外気温度が-25℃の極低温でも安定し
て測定できます。（別途ヒータ用電源が必要です。）

傾斜角度をもって設置するので、センサー感部に付着し
た雪が落下しても測定面に影響しません。

■外形寸法図
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<気象庁検定の有無>
JM :気象庁検定付

検出方法 可視光レーザー反射式

光源 半導体レーザー クラス２

波長 635nm 1mw以下

レーザースポット径?6ｍｍ 10mにおいて

測定範囲 0～10ｍ

測定分解能 １cm 

測定精度 ±１cm

測定原点 照射口ガラス面

測定時間 ３～30秒 雪面の反射状態などの外的要因による

測定温度 -25℃～+50℃

出力 RS232C

ヒーター DC12V 1.8W -10℃以下で以下でON

電源 DC6V～16V

取付角度 15°または30°

重量 1.6㎏
推奨記録計 KADEC-R-SNOW, KADEC21-MEmini. KDC-P05-SNOW

電源供給方法 記録計から供給（ヒーターは記録計外部から供給）

仕 様


